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・ 基本的なことをもっと深く進めること。 
・ 自治基本条例の作成前と作成後で市民の生活、市役所職員などがどのように変化したの

かを具体的に教えてください。 
オープンスクエア（日本語表記にすべき）の討議が条例にどのように反映するのですか。 
参加者が少ないのは、小田原市民の意識が低いのではないかというように解釈される言

葉でいいましたが、そうではありません。条例ができたあとの具体的な変化がわからな

いから参加しないのです。 
どうして条例をつくるのかが明確になっていない。今のままでは、どのような障害（具

体的に）があり、これを解決するため条例が必要であるというように説明してほしい。 
条例がなくても、解決できる問題がほとんどではないかと考えます。 

・ ○○さんの問いかけのおかげで自らの自治基本条例に対する理解が深まった。基本的な

話しをしたい人、これまでプレ検討委員会に参加し、より具体的な話を望んでいる人と

差が広がりつつあるかと思います。 
・ １）プレ検討委員会の検討内容と重複しているところがあるように感じた。今後は、市

民により具体的な情報の公開提供をして、参加してみたいと思う人を増やす工夫をして

ほしい。 
２）検討委員会の議事録等を事前に解る様にしたい。 

・ 平日の夜の開催希望。 
・ 「小田原のまちをつくっていくのはだれだろう？」のテーマでの話し合いでは、オープ

ンスクエアに参加してほしい人という考え方で話し合った。 
小田原らしさとして、精神的な豊かさ、文化に関る方の参加の必要性を思った。多くの

方に参加をしてもらえる検討会・OS にしていく為の努力を改めて思う。若い方より、

より多くの人との接点・ふれあいの場づくりを設けることなどがあがり、この会を盛り

上げていくことの責任を思った。 
・ この条例づくりに少しでも多くの方が意見を寄せられるよう、O.S の付録的行事として、

地方自治とか条例とかを冠にしてお祭り（イベント）をすること。最近は本の付録の良

し悪しで本が売れる時代なのでユニークさを持つべきと思う。 
オープンスクエアの用語に（  ）書きで日本語表記を 

・ 地域の紐解きを一つ一つしてゆく成果に期待したい。参加（出席）している人達の思い

が次第に育っていく姿が見えて来ている。発表の仕方を含めて。今日のコメントの『市

民』を行政の担い手として自覚していることに心強さを思った。 
・ 松下先生の提案により、初めて各班に市民としての市の職員の参加、良い意味のリーダ

ーシップの発揮がされ意見のまとめがスムースに進行した。 
・ いろいろな方のご意見を聞き大変勉強になりました。今回も大きなテーマで議論を進め

たのですが、もっと具体的なテーマ（5～６項目）を定めて各毎に議論をすることが必

要ではないでしょうか。「今後の進め方」をみるとあまり時間がないと思います。 



・ 思っていたより活気的で良かったです。もっと若い年代の方が参加出来るようになると

様々な意見が出て良かったのではないでしょうか。今後の情報発信を口コミだけでなく

誰もが耳にできるシステムが有ると人も集まりやすいと思います。どうも有難うござい

ました。 
・ 市民全体の話し合いで有意義でした。 
・ 勤務から離れましたので、少しでも自分の住んでいる町の事を知りたいと思い参加致し

ました。今回トライに参加しましたので、それと同時に深く知りたく思い参加いたしま

した。今後とも勉強していきたいと思います。 
・ 今回は市民に焦点をあてた討論になりましたが、行政や議会などとの関わりについても、

まとめていければ良いと思いました。また、市民の責任についても挙げていかなければ

ならないと思いました。具体的な意見も挙げていきたいと思います。 
・ 今日は人数が少なくて、意見がたくさん言えて良かったです。 


